
純淡水魚在来種

分布域

生息域

ドンコ科 ドンコ属 【最大全長】 25㎝

新潟県・愛知県以西の本州・
四国・九州に分布する。

大型個体の顔は迫力満点。体表面は鱗でザラザラする。生息数は多い。福井市産 全長：約18㎝

体形はずんぐりして、頭部が大きくやや縦扁する。体色は茶褐色～暗
褐色で状態によって著しく変化する。第１背鰭・第２背鰭の基底から腹部
にかけ黒色斑が有る。各鰭には不明瞭な斑点が列状に並ぶ。食性は
動物食性で活きた小魚や甲殻類・底生動物などを幅広く食べる。産卵
期は５～７月。オスが大きな石や倒木の下などに産卵室を作り、グウグウ
と鳴きメスを誘う。産卵後もオスは卵や仔魚を保護する。

水槽での飼育は容易。比較的丈夫だが気性は荒く共食いもする。単
独飼育が望ましい。餌は活きた小魚や甲殻類（エビ）などを与えるとよい。
水槽内でもよく餌を食べ、成長が早い。

学名：Odontobutis obscurs

ドンコ

河川中流～上流域に幅広く
生息する。

※ 生息環境は広く河川の中流～上流域まで広く生息する。比較的流水域を好む。福井県での生息地・
生息数とも多く、普通種といえる。北潟湖内では視たことがない。塩分を好まないようだ。

水槽内ではあまり動きまわらない。

北潟湖魚類図鑑




